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GIGAスクール構想が急ピッチで進められています 

「Society5.0時代に生きる子ども達にとって、 

PC端末は鉛筆やノートと並ぶマストアイテムです。」 

「一人一台端末環境は、もはや令和の時代における 

学校のスタンダードであり、特別なことではありません。」 

これは、萩生田文部科学大臣の言葉です。GIGAスクール構想自体はコロナ

禍以前の2019 年に提唱されたものですが、全く想像もしなかったコロナ禍

により、いつ臨時休校になるやもしれないという状況の中で、このところ全国

で構想の実現に向けて取り組みが加速しています。 

松本市においても昨年度後半から ICT機器の導入やネット環境の整備が

進められ、３月末までに市内すべての児童生徒に一台の端末が配備されまし

た。（低学年は iPad、高学年は Windows 2in1）また、各教室には備え

付けのプロジェクターが設置され、それ自身が備えている教材提示や情報配

信、電子黒板といった機能を生かして授業を進めることができるようになり

ました。５月には児童全員にMicrosoftやGoogleのアカウントが割り当

てられ、いよいよ一人一台の端末を使用できる環境が整いました。最近では、

学習に備えて、充電保管庫からタブレットを取り出す様子が朝の光景の一つになってきました。私が子どもの頃

は、パソコンどころか、ゲーム機すらない時代でした（初代ゲームボーイが発売されたのは私が仕事に就いてか

ら2年目でした）ので、浦島太郎ではないですが、劇的な学習環境の変化です。 

私は、「学習は、ICT端末を使わなくてもできる！」と今も思って

います。が！しかし！今の子ども達の生活やこれから先の生活を考え

れば、Society5.0時代となり、こういった機器を活用できることが自

分に必要な情報を効率的に得たり、生活を豊かにしたりすることにつ

ながっていくことは間違いありません。ICT 機器を使うからこそ実現

できる学習方法もあります。それらを考えれば、学校がいつまでもノ

ートと鉛筆、黒板とチョークというわけにはいきません。 

目標は子ども達が、“学習の道具”として ICT機器を使えるように

なることです。一朝一夕にはいきませんが、私たち職員も研修と試行

錯誤を重ねながら一歩ずつ進めていきます。案外、私たち職員が子ど

もに教えるより、若い世代の子ども達から教えてもらうことの方が多

いのかもしれません。 
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端末の持ち帰りによるオンライン授業について 

５月２８日に、丸ノ内中学校において臨時休業を想定したオンライン授業に向けての準備実験が行われました。

松本市教委の指導によるものです。この日は生徒の登校時間を遅らせ、自宅でオンラインによる朝の会を行うと

いうものでした。 

今、課題と考えられることは、家庭により異なる通信環境にどのように対応するかということです。学校から

自分の端末を持ち帰って使用する場合、家庭にWi-Fi環境があるかないか、Wi-Fi環境があったとしても月ごと

に使用できる容量（いわゆるギガ）に制限があるかないかによって様子は異なってきます。オンライン授業を長

時間行う場合は、回線速度や容量が充分でないと利用が厳しくなります。市内の各学校には、貸し出し用のモバ

イルルーターも配付されましたが、数は十分ではありません。ただ、１クラスあるいは１学年ぐらいの人数であ

れば、ご家庭の通信環境をお借りしながら、端末を持ち帰って学習することも可能ではないかと考えています。

今後、各ご家庭の通信環境なども調査させていただきながら、端末の持ち帰りを試験的にやっていきたいと考え

ています。 

導入されたばかりの一人一台端末。使用を始めてみると、持ち帰りのことも含め、超えていかなくてはならな

いハードルはまだまだあります。 

 

通知表が変わります ～今年も評価は 10月と 3月の２回です～ 

本年度から出席簿、児童名簿、成績処理、保健記録などを統括

して行う校務支援システムが導入されたことにより、通知表の様

式も変更になります。紙に印刷し、ファイルに入れてお渡しする

ことは昨年度までと同様ですが、一番の変更点は、 

「どの教科も３つの同じ観点での評価になる」 

ということです。これまでは、一つ一つの評価項目は学習をし

た“単元ごと”になっているものがほとんどでしたが、今年から

は、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の“３つの観点で”「◎」「〇」「△」

の評価を行います。通知表とは別に、３つの観点がどのようなことを示しているのかについて、説明用のプリン

トもお渡しする予定です。 

10月の保護者懇談会の時期に合わせて通知表をお渡しできるよう、現在、システムの変更に向けて準備を進

めています。よろしくお願いします。 


